
 

 

平成25年８月６日 

各 位 

 

会 社 名  東 洋 紡 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 坂元 龍三 

（コード 3101  東証 第１部） 

問合せ先 ＩＲグループ長 久保田 冬彦 

     （TEL 06-6348-3044） 

 

 

（訂正）「平成26年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 

 

平成25年８月５日に公表いたしました「平成26年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」の

記載内容について、訂正すべき事項がありましたので、下記のとおり訂正いたします。なお、XBRL数値デー

タにつきましては、訂正はございません。訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

記 

 

【訂正箇所】 

２ページ  

１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

（フィルム・機能樹脂事業） 

  （訂正前） 

（略） 

フィルム事業では、食品包装用フィルムは、業界全般に荷動きが悪く、原料価格上昇に対する製品価格

改定の定着遅れもあり、減収となりました。工業用フィルムは、韓国・台湾向け輸出や国内のスマートフ

ォン、タブレットＰＣ部材用途が牽引し、堅調に推移しました。機能樹脂事業では、工業用接着剤“バイ

ロン”の中国向け電子部品用途などが中国市場の低迷の影響を受け、苦戦が続きました。エンジニアリン

グプラスチックの主力である自動車部材用途は、北米向けを中心に堅調に推移しました。 

 （略） 

  

（訂正後） 

（略） 

フィルム事業では、食品包装用フィルムは、業界全般に荷動きが悪く、原料価格上昇に対する製品価格

改定の定着遅れもあり、苦戦しました。工業用フィルムは、韓国・台湾向け輸出や国内のスマートフォン、

タブレットＰＣ部材用途が牽引し、堅調に推移しました。機能樹脂事業では、工業用接着剤“バイロン”

の中国向け電子部品用途などが中国市場の低迷の影響を受け、苦戦が続きました。エンジニアリングプラ

スチックの主力である自動車部材用途は、北米向けを中心に堅調に推移しました。 

 （略） 

 

以 上 


